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UWB電波伝搬の開口部UWB電波伝搬の開口部UWB電波伝搬の開口部UWB電波伝搬の開口部電波伝搬 開 部

実験環境(1/2)研究背景 実験環境(1/2)研究背景 実験環境(1/2)研究背景

バ• 人工衛星バスの抱える問題人工衛星バスの抱える問題

ネスの複雑化による設計 製造 試験行程の増大 Conductive– ハーネスの複雑化による設計・製造・試験行程の増大 Conductive
gasket– 機器配置や追加の自由度への制限機器配置や追加の自由度への制限

DetachableTransmitting 430 mm– ハーネス重量および打ち上げコストの増大 Detachable
panels w/wo

Transmitting
antenna

mm
y

ネ 重量および打ち げ トの増大
panels w/wo

apertures
y
xO• 人工衛星バスの無線化による利点

470 R i i
xO

470
• 人工衛星バスの無線化による利点

470 mm Receiving
antenna

470 mm– ハーネス重量および打ち上げコストの削減 antennaハ ネス重量および打ち上げコストの削減

衛星サブシステムのレイアウトの自由度拡大– 衛星サブシステムのレイアウトの自由度拡大

開 変更 能な ドボ ク
– 可動部や摺動部の信頼性の向上

開口の変更可能なシールドボックス
動部 動部 頼

– 衛星試験や組み立てコストの軽減
430 mm × 470 mm × 435 mm

衛星試験や組み立てコストの軽減

トダイバ シ 効果による 430 mm × 470 mm × 435 mm
200 mm × 200 mm sq holes

– ルートダイバーシティ効果による
200 mm × 200 mm sq holes

高信頼通信の確保高信頼通信の確保

プ 周波数ドメイン遅延スプレッドとは 周波数ドメイン遅延スプレッドとは
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遅延プロファイルより求める遅延量を表す指標
With Apertures (200 mm ɸ × 3)

遅延プロファイルより求める遅延量を表す指標
が広が ど劣 な 境 あ を す

With Apertures (200 mm ɸ × 3)
Without aperture遅延が広がるほど劣悪な環境であることを示す Without aperture遅延が広がるほど劣悪な環境であることを示す

遅延プロファイル伝搬利得の空間分布 遅延プロファイル伝搬利得の空間分布
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開口付近の領域とその他における違いはなし
With Apertures (200 mm ɸ × 3)
With t t

開口付近の領域とその他における違いはなし
開口による影響は利得の低下のみ Without aperture開口による影響は利得の低下のみ

延 プ ド 空 分布 伝送速度対 積遅延スプレッドの空間分布 伝送速度対開口面積遅延スプレッドの空間分布 伝送速度対開口面積
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どのUWB帯においても分布に大きな違いは見ら 伝送速度は 6 0 10-2
Relative are

どのUWB帯においても分布に大きな違いは見ら 伝送速度は 6.0 × 10-2 m
れず 開口付近とそれ以外の場所での違いもなし

伝送速度
降でわずかに向上したれず，開口付近とそれ以外の場所での違いもなし 降でわずかに向上した

第13回 宇宙科学シンポジウム第13回 宇宙科学シンポジウム第13回 宇宙科学シンポジウム第 回 宇宙科学シンポジウ

通信を 的通信を目的とした通信を目的とした通信を目的とした通信を目的とした

部依存性の実験的評価部依存性の実験的評価部依存性の実験的評価部依存性の実験的評価部依存性 実験 評価

実験環境実験環境(2/2)実験環境(2/2)
• Antenna 低 VSWR (< 1 3)Antenna 低 VSWR (< 1.3)

UWB モノポールUWB モノポ ル

F 3 1 10 6 GH (f ll b d UWB)• Frequency 3.1-10.6 GHz (full-band UWB) q y ( )
4 2 4 8 GHz (low band UWB)4.2-4.8 GHz (low-band UWB)
7 4 7 9 GHz (high band UWB)7.4-7.9 GHz (high-band UWB)

• 市販のUWBデバイス
開 を調節するため パネ

市販のUWBデバイス

M ltib d OFDM 4 2 4 8 7 4 7 9 GH
ス 開口を調節するためのパネル

– Multiband-OFDM        4.2-4.8, 7.4-7.9 GHzm 240 mm × 240 mm
ガードインターバル長 60 61 ns

m 240 mm × 240 mm
ɸ 12 5 25 50 100 or 200 – ガードインターバル長 60.61 nsɸ = 12.5, 25, 50, 100, or 200 

– 伝送速度の公称値 72 Mb/smm 伝送速度の公称値 72 Mb/s

伝搬利得対開口面積伝搬利得対開口面積
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遅延スプレッド対開口面積遅延スプレッド対開口面積
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長遅延は開口によ て抑制され どのUWB帯におい

Relative area of apertures [%]

Delay  spread (threshold 20 dB)
6

長遅延は開口によって抑制され，どのUWB帯におい
7.6 ns

49 4 ても開口面積に反比例して徐々に減少していった49.4 ns ても開口面積に反比例して徐々に減少していった

後まとめと今後の予定まとめと今後の予定

• まとめ• まとめ

– 伝搬利得は0.1%程度の開口までは変化が無くop lid 伝搬利得は0 %程度の開 までは変化が無く

それ以降では開口に反比例して減少した

op lid 
surfaces

それ以降では開口に反比例して減少した．

– 遅延スプレッドは開口に反比例して抑制された– 遅延スプレッドは開口に反比例して抑制された．

約 開 抑制が確認された約10%の開口で80-90%の抑制が確認された．

伝送速度は開口に比例して徐々に向上した– 伝送速度は開口に比例して徐々に向上した．

– 伝搬利得や遅延スプレッドは開口近傍とそれ以外の場伝搬利得や遅延スプレッドは開口近傍とそれ以外の場
所における違いは見られなかった10 2 10 1 所における違いは見られなかった．10-2 10-1

of apertures [m2]
• 今後の予定

of apertures [m ]
• 今後の予定101

f t [%] – UWB電波伝搬の体積による影響を実験的に評価する．2 (100 1)以
ea of apertures [%] U 電波伝搬の体積による影響を実験的に評価する

これらのデ タを元に伝搬のモデル化を行う
m2 (100 mm × 1)以 – これらのデータを元に伝搬のモデル化を行う．

( )以


